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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第141期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第142期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第141期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 8,690 5,373 32,267

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
340 △1,037 △1,431

四半期（当期）純利益又は四半期

（当期）純損失（△）（百万円）
206 △1,022 △6,738

純資産額（百万円） 18,090 9,928 10,862

総資産額（百万円） 52,311 41,310 44,723

１株当たり純資産額（円） 228.03 125.13 136.83

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期（当期）純損失金

額（△）（円）

2.61 △12.90 △84.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.57 24.02 24.26

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,023 1,245 1,459

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△934 △344 △5,773

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,039 △2,321 5,685

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
4,873 5,744 7,160

従業員数（人） 811 801 794

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 801  

（注）１．平均臨時雇用者数（派遣社員43人を除く）の総数は、従業員数の100分の10未満であるので記載を省略して

おります。

２．従業員数は、当社グループからグループ外への出向者、臨時雇用者（臨時従業員、パートタイマー）を除いて

記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 647  

（注）１．平均臨時雇用者数（派遣社員35人を除く）の総数は、従業員数の100分の10未満であるので記載を省略して

おります。

２．従業員数は、当社からの出向者、臨時雇用者（臨時従業員、パートタイマー）を除いて記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

化成品事業（百万円） 2,229 61.4

機械事業（百万円） 565 61.4

電子材料事業（百万円） 747 35.8

その他の事業（百万円） 124 96.4

合計（百万円） 3,668 54.2

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製品仕入実績

当第１四半期連結会計期間の製品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

化成品事業（百万円） 869 79.1

機械事業（百万円） 143 70.6

電子材料事業（百万円） 10 27.9

その他の事業（百万円） － －

合計（百万円） 1,023 76.4

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

重要な受注生産を行っておりませんので、記載を省略しております。

(4）販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

化成品事業（百万円） 3,477 70.7

機械事業（百万円） 823 57.8

電子材料事業（百万円） 883 41.1

その他の事業（百万円） 188 95.6

合計（百万円） 5,373 61.8

（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、昨年の後半から顕在化した世界的な景気の急激且つ大幅な悪

化に下げ止まり傾向が見られましたが、設備投資、雇用などの低迷が続き、低調裡に推移いたしました。

このような状況の下、当社グループにおきましても、前期に多額の損失を計上した半導体関連事業においては、在

庫調整の進展が見られ底打ち感はあるものの、新規の受注が活発化するには至らず厳しい状況が続きました。

この結果、売上高は53億73百万円と前年同期比では大幅な減収となりましたが、前四半期（１－３月期）に比べる

と増収基調が見えはじめてまいりました。また、営業損失は７億48百万円(前年同期は、営業利益４億30百万円)となり

ましたが、全社的な経費の削減等により、前四半期比では改善してまいりました。

このような厳しい環境のなか、当第１四半期連結会計期間における当社グループのセグメント別の概況は、次のと

おりとなりました。

①化成品事業

燐酸などの燐系製品は、内外の電子工業向けをはじめとした関連業界の消費の落ち込みと、輸入製品との競合の影

響により、前年同期比では大幅に出荷量を落としました。しかしながら、前四半期に比べると、国内では顕著な回復基

調となってまいりました。水処理用凝集剤は、上水道向けは堅調に推移したものの、民需向けが振るわず減収となり

ました。また、コンデンサー向け原料につきましては、生産調整による休止状況から脱し急速に出荷量を回復してま

いりました。

これらを併せた売上高は、34億77百万円、営業損失は、69百万円となりました。  

②機械事業

破砕関連機械につきましては、景気の低迷から客先の設備投資が減退しているうえ、稼動率の低迷から消耗部品を

含めた販売額が落ち込みました。下水道関連の掘進機に関しても、輸出の不振から販売が減少し、またレンタルも低

迷したことから前年同期を大幅に下回りました。精密機械加工も、半導体向け部品の大幅な落ち込みから、減収とな

りました。

これらを併せた売上高は、８億23百万円、営業損失は、89百万円となりました。   

③電子材料事業

シリコンウェハー再生事業は、半導体業界が需要低迷による生産及び在庫の調整を進めたことから、再生数量が大

幅に落ち込み、また販売価格も競争の激化から低落したため低調裡に推移しました。しかしながら、ユーザー環境が

改善しつつあるため、前四半期に比べ売上高は、持ち直しの兆しが見えてまいりました。化合物半導体向け高純度無

機素材につきましても、減収となりましたが、前四半期比では、売上は顕著に回復してまいりました。

これらを併せた売上高は、８億83百万円、営業損失は、７億９百万円となりました。

④その他事業

石油精製用触媒の再生事業は、若干の減収となりました。また不動産の賃貸は前年同期並みで推移しました。

これらを併せた売上高は、１億88百万円、営業利益は、１億18百万円となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ14億15百万円減少し、57億44百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は12億45百万円（前年同期比２億21百万円増加）となりました。これは主に税金等

調整前四半期純損失10億58百万円（前年同期は税金等調整前四半期純利益３億40百万円）を計上したものの、減価

償却費７億６百万円（前年同期比１億23百万円減少）及びたな卸資産の減少額６億４百万円（前年同期は４億70百

万円の増加）を計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は３億44百万円（前年同期比５億90百万円の減少）となりました。主な内訳は、有形

固定資産の取得による支出３億53百万円（前年同期比５億69百万円の減少）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は23億21百万円（前年同期比12億82百万円の増加）となりました。主な内訳は、短期

借入金の増加額15億34百万円（前年同期比14億67百万円の増加）、長期借入金の返済による支出38億55百万円（前

年同期比31億46百万円の増加）によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、108百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,442,038 同左
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

1,000株

計 79,442,038 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－ 79,442,038 － 8,443 － 5,728

（５）【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、株式会社みずほコーポレート銀行及びその共同保有者であるみずほ信託銀

行株式会社から平成21年５月22日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成21年５月15日

現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

株式会社みずほコー

ポレート銀行
東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 2,507 3.16

みずほ信託銀行株式

会社
東京都中央区八重洲一丁目２番１号 1,574 1.98
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 133,000
－ 単元株式数は1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 78,801,000 78,801 同上

単元未満株式 普通株式 508,038 － －

発行済株式総数 79,442,038 － －

総株主の議決権 － 78,801 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）含ま

れております。

②【自己株式等】

　 平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ラサ工業株式会社

東京都中央区京橋

一丁目１番１号
133,000 － 133,000 0.17

計 － 133,000 － 133,000 0.17

（注）当第１四半期会計期間末の自己株式数は、132,934株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

 
５月

 
６月

最高（円） 136 131 139

最低（円） 111 119 124

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務

諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作

成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,744 7,160

受取手形及び売掛金 6,009 6,546

商品及び製品 2,058 2,466

仕掛品 1,303 1,226

原材料及び貯蔵品 952 1,200

その他 727 987

貸倒引当金 △36 △40

流動資産合計 16,759 19,548

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2
 6,923

※1
 7,014

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※2
 7,463

※1, ※2
 7,901

工具、器具及び備品（純額） ※1, ※2
 483

※1
 507

土地 5,260 5,362

リース資産（純額） ※1
 36

※1
 3

建設仮勘定 111 162

有形固定資産合計 20,278 20,950

無形固定資産

借地権 919 919

その他 201 216

無形固定資産合計 1,121 1,135

投資その他の資産

投資有価証券 2,069 1,970

その他 1,219 1,256

貸倒引当金 △138 △138

投資その他の資産合計 3,151 3,089

固定資産合計 24,551 25,175

資産合計 41,310 44,723
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,295 3,672

短期借入金 13,985 12,199

未払法人税等 10 85

賞与引当金 484 384

その他 2,772 2,685

流動負債合計 20,548 19,027

固定負債

長期借入金 7,882 11,944

退職給付引当金 1,742 1,708

その他 1,208 1,180

固定負債合計 10,833 14,833

負債合計 31,381 33,861

純資産の部

株主資本

資本金 8,443 8,443

資本剰余金 5,728 5,728

利益剰余金 △4,501 △3,478

自己株式 △33 △34

株主資本合計 9,636 10,659

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 341 282

為替換算調整勘定 △54 △90

評価・換算差額等合計 287 192

少数株主持分 4 10

純資産合計 9,928 10,862

負債純資産合計 41,310 44,723
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 8,690 5,373

売上原価 6,891 4,981

売上総利益 1,799 391

販売費及び一般管理費 ※
 1,368

※
 1,139

営業利益又は営業損失（△） 430 △748

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 28 27

受取地代家賃 10 9

助成金収入 － 28

為替差益 26 －

その他 12 16

営業外収益合計 79 83

営業外費用

支払利息 88 109

休止固定資産減価償却費 － 184

休止鉱山鉱害対策費用 49 28

その他 30 50

営業外費用合計 169 373

経常利益又は経常損失（△） 340 △1,037

特別利益

賞与引当金戻入額 － 65

その他 － 15

特別利益合計 － 80

特別損失

減損損失 － 101

特別損失合計 － 101

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

340 △1,058

法人税、住民税及び事業税 301 17

法人税等調整額 △166 △45

法人税等合計 135 △27

少数株主損失（△） △1 △7

四半期純利益又は四半期純損失（△） 206 △1,022
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

340 △1,058

減価償却費 830 706

賞与引当金の増減額（△は減少） 230 99

退職給付引当金の増減額（△は減少） 52 33

減損損失 － 101

受取利息及び受取配当金 △31 △28

支払利息 88 109

売上債権の増減額（△は増加） △754 548

たな卸資産の増減額（△は増加） △470 604

その他の資産の増減額（△は増加） △112 303

仕入債務の増減額（△は減少） 406 △378

その他の負債の増減額（△は減少） 652 372

その他 △76 9

小計 1,155 1,424

利息及び配当金の受取額 31 28

利息の支払額 △94 △121

法人税等の支払額 △68 △85

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,023 1,245

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △923 △353

その他 △11 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △934 △344

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 66 1,534

長期借入金の返済による支出 △709 △3,855

配当金の支払額 △395 －

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,039 △2,321

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △952 △1,415

現金及び現金同等物の期首残高 5,825 7,160

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,873 5,744
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27

日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間

に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他

の工事については工事完成基準を適用しております。

これによる当四半期連結会計期間の損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第１四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「為替差益」は、営業外収益の合計額の100分の20

以下となったため、当第１四半期連結累計期間より営業外収益の「その他」に含めて表示することに変更しまし

た。なお、当第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「為替差益」は３百万円であります。

２．前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「休止固定資産減価

償却費」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしまし

た。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「休止固定資産減価償却費」は０百万

円であります。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算を策定

しているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定してお

ります。

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等の算定方法 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【会社等の財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、当該企業集団の財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

注(1） 注(1）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、30,651百万円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、30,005百万円であ

ります。

※２　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次の

とおりであります。

建物及び構築物 1,030百万円

機械装置及び運搬具 1,656

工具、器具及び備品 4

※２　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次の

とおりであります。

機械装置 1,817百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

注(1） 注(1）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

出荷費・運賃 543百万円

給料諸手当 156

賞与引当金繰入額 46

退職給付費用 52

研究開発費 152

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

出荷費・運賃 379百万円

給料諸手当 164　

賞与引当金繰入額 36　

退職給付費用 87　

研究開発費 108　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

　 （百万円）

現金及び預金勘定 4,879

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △5

現金及び現金同等物 4,873

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

　 （百万円）

現金及び預金勘定 5,744

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 5,744　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 79,442千株
   

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 132千株
   

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

 
化成品事業
（百万円）

機械事業
（百万円）

電子材料事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 4,919 1,423 2,150 197 8,690 － 8,690

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
16 0 0 11 29 (29) －

計 4,936 1,424 2,151 208 8,720 (29) 8,690

営業利益 255 5 43 126 429 0 430

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
化成品事業
（百万円）

機械事業
（百万円）

電子材料事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 3,477 823 883 188 5,373 － 5,373

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
9 0 － 11 20 (20) －

計 3,487 823 883 199 5,394 (20) 5,373

営業利益又は営業損失（△） △69 △89 △709 118 △749 1 △748

（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主な製品及び事業

化成品事業 燐酸・燐酸二次塩類、水処理用凝集剤、電子工業向け高機能高純度薬剤、消臭・抗菌剤

機械事業
掘進機、破砕関連機械、鋳鋼製品、都市ごみ・産業廃棄物処理機械、精密機械加工、特殊

スクリーン

電子材料事業 シリコンウェハー再生、高純度無機素材、ＩＣ用塗布材

その他の事業 石油精製用触媒再生、不動産の売買・賃貸

３．会計処理の方法の変更

前第１四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、化成品事業で16百万円、機械

事業で44百万円それぞれ減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

 アジア 欧　米 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 1,328 682 2,010

Ⅱ　連結売上高（百万円）   8,690

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 15.3 7.8 23.1

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 アジア 欧　米 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 472 175 647

Ⅱ　連結売上高（百万円）   5,373

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 8.8 3.3 12.1

（注）１．国又は地域区分の方法

地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域

アジア：東アジア及び東南アジア諸国

欧　米：ヨーロッパ諸国、米国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないので、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないので、記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 125.13円 １株当たり純資産額 136.83円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.61円 １株当たり四半期純損失金額（△） △12.90円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） 206 △1,022

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
206 △1,022

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,299 79,309

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については引き続き通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月14日

ラサ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　邦路　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米山　昌良　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

ラサ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　邦路　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米山　昌良　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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